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研究成果の概要（和文）：肺がんはがんの中で地域の社会経済指標における死亡率の格差が最も大きく、予防・
検診・医療・共生において、受動喫煙に関する法律、胸部CT検診の有効性評価、分子標的薬の普及など大きく変
化しつつある。本研究では、各介入が肺がん死亡減少・QOL向上とその格差に与える影響を検討することを目的
にマイクロシミュレーション（MS）モデルを構築した。今後、本MSモデルをがん対策の立案・評価に実用化する
ためには、社会経済状況を入れ込んだ格差に関する部分の実装を行う必要がある。各種介入を行った場合の肺が
ん死亡率・QOLへの効果および格差の変化について推計を行い健康施策に活用する。

研究成果の概要（英文）：Lung cancer showed the largest socioeconomic inequalities in mortality among
 cancers and is undergoing significant changes in prevention, screening, treatment, and 
survivorship, including laws of passive smoking, the effectiveness of chest CT screening, and the 
widespread use of molecular targeted drugs. In this study, a microsimulation (MS) model was 
constructed to examine the impact of each intervention on lung cancer mortality reduction, QOL 
improvement, and inequalities. To put this MS model into practical use for the planning and 
evaluation of cancer control measures in the future, it is necessary to implement the part related 
to inequalities by incorporating socioeconomic status data. The effects of various interventions on 
lung cancer mortality, quality of life, and changes in inequalities are estimated and applied to 
health policy measures.

研究分野： がん疫学、がん対策、がん検診の評価、リスク評価、がん統計

キーワード： 健康格差　がん対策　肺がん　マイクロシミュレーション　政策評価
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研究成果の学術的意義や社会的意義
肺がんはがんの中で地域の社会経済指標における死亡率の格差が最も大きく、予防・検診・医療・共生におい
て、どのような集団で最も格差が大きいのか、どのような施策が格差縮小につながるのかの検討が重要である。
本研究では、肺がんのマイクロシミュレーションモデルを構築し、各施策介入により全体の死亡率および社会経
済指標による格差がどう変化するかを検討できるツールを開発した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
健康政策を導入する際には研究エビデンスに基づくことが望ましく、またその導入前後の評

価が重要である。個々の研究エビデンスに基づく健康政策の導入及びその評価は国内外でなさ
れているが、各政策のそれぞれの影響度を定量化する試みはいまだ黎明期にある。がんの領域は
発生要因や予防策、早期発見による二次予防から治療効果、QOL にいたるまで、エビデンスが
多く蓄積されている。しかし、それぞれの介入効果は複雑に関連しあっているので、どの施策を
重点的に実施するかどうかを複合的に判断するためには、個々の臨床研究・疫学研究のエビデン
スだけでは困難である。 
そこで、近年、欧米では、がん対策における政策決定を従来の疫学研究や介入研究の結果だけ

でなく、それら個々の研究成果をマイクロシミュレーションモデル（以下、MS モデル）により、
集団全体における死亡率減少や QOL の向上、またそれにかかる費用を見積もることで、科学的
根拠に基づいた意思決定を行っている。個々の介入効果の予測は比較的簡便なシミュレーショ
ンにより実現可能であるが、予防・検診・診療・サバイバーシップの各効果を各国の事情に合わ
せて定量化するには、国民全体を表現する仮想集団を作成し、「ワクチンを X 歳から導入」「包
括的な喫煙対策」「検診受診の徹底化」「標準治療の普及」など多数の仮想的なシナリオの組み合
わせにおいて、各政策介入が国民全体の死亡率減少及び QOL 向上、そして費用対効果を確認す
る必要がある。例えば、米国国立がん研究機関が、各国の研究機関と共同開発する CISNET プ
ロジェクトでは、対策として介入効果が認められている各がん種についての MS モデルが開発
され、予防・検診・診療・サバイバーシップについて包括的に評価可能なツールを使用している。
米国における大腸がんの死亡率が減少した要因についてリスク要因の減少による寄与が X%、検
診の寄与が X％、治療の向上の寄与が X％というように、過去の対策の成果を定量化した上で、
将来どの政策に重点を置くかで死亡率や QALY の変化を予測した研究がある（Vogelaar I. et al. 
Cancer2016）。カナダでは統計局において、POHEM という健康関連シミュレーションが実装
されており、各種政策決定に活用されている。またがんについては OncoSim というがん MS モ
デルを作成しており、1970 年代からの人口推移が反映された全住民の仮想コホートをシミュレ
ーションすることにより、リスク要因、検診そして治療への介入がもたらす将来の罹患率、死亡
率そしてコストへの影響を包括的に評価することを可能にしている。これらの分析結果は、各州
のがん対策及び、がん検診ガイドライン作成にも活用されている。 
政策導入における健康格差の定量化：学歴や収入、職業など社会経済的な属性や、生活環境が健
康アウトカムに大きく影響することが知られており、国際的にも健康の社会的決定要因に関す
るモニタリング及び対策が重要視されている（WHO Europe 2013, CDC 2013）。健康政策の導
入により健康格差が縮小方向に向かうものもあれば、逆に拡大方向に向かうものもある。また、
格差縮小が必ずしも全体の死亡率減少や QOL 向上などの住民全体のアウトカム改善につなが
るかについても、明らかになっていない。 
 
２．研究の目的 
健康日本 21 において、健康寿命の延伸とその格差縮小が目標に掲げられており、健康指標は

効果の最大化と格差縮小の両軸で評価する必要がある。その際、質は高いが対象の限定されるラ
ンダム化比較試験の成績に、それを補完するシミュレーションによる検討を加えた上で、様々な
介入を一度に俯瞰した複合的な評価を行う必要がある。さらに、介入がもたらす健康格差の縮小
という観点も必要である。本研究は、様々な健康政策を実施する際に国民全体でみた「効果の最
大化」と「格差の縮小」という二つの軸で評価することを可能とするツールを開発することを目
的とする。近年、予防・検診・診療・サバイバーシップにおいて、受動喫煙に関する法律の施行、
胸部 CT 検診の有効性評価研究、分子標的薬の新規開発・普及など大きく変化しつつある肺がん
を例として、各介入が肺がん死亡減少・QOL 向上とその格差に与える影響を検討する。 
 
３．研究の方法 
2020 年までに肺がん自然史を表現する MS モデルを作成し、過去の肺がん対策の要因分析を行

う。その結果をもとに、各政策的介入シナリオを検討し、介入検証モデルを 2022 年までに作成
する（(1)モデル班）。必要データや国内外のエビデンス整理を各分野の担当者（(2)～(5) デー
タ班）が行い、順次モデルに反映する。最終年度には各種政策的介入シナリオによるアウトカム
の将来予測を「効果最大化軸」と「格差縮小軸」で表現し、政策提言・政策決定の際の基礎資料
として提示する。 
 
(1) MS モデルの構築 
米国 CISNET の先行研究の肺がん自然史モデルを参考に、日本版肺がん自然史モデルを作成す

る。各分野の担当者と連携しながらモデル構築に必要なデータや文献によるエビデンスを集約
しつつ、作業を進める。2020 年には過去～現状を表現する MS モデルを完成させる。モデルの妥
当性や過去の罹患・死亡のトレンドにおける各政策の寄与度の解釈を全班員と行い、必要に応じ



てモデルの精緻化・修正を行う。各政策的介入・シナリオを実装するためのモデルを後半 2年間
で作成する。その際に必要なデータは各分野担当者と連携して入手・解析を行う。モデルの構築
に必要な人口動態統計・全国がん登録・国民生活基礎調査等の資料は二次利用申請により入手す
る。 
 
(2) 予防：たばこ対策の効果 
禁煙治療の普及、受動喫煙規制やたばこ税増税などによる喫煙率・罹患・死亡率の変化に関す

る国内外のデータを収集する。また、加熱式タバコの導入による影響を特に若年層の喫煙開始の
ゲートウェイの役割を考慮して、シナリオ及びデータ収集を行う。 
 
(3) 検診：胸部 X線検査、低線量 CT 検査の効果 
日本で実施された過去の胸部 X線の住民検診や低線量 CT を使用した住民検診コホートのデー

タをもとに利益・不利益のデータを整理し、MS モデルに導入する。進行中の試験に関しての動
向もシナリオに盛り込む。 
 
(4) 治療：分子標的薬、免疫チェックポイント阻害剤等の普及の効果 
MS モデルに必要な過去～現在までの肺がん治療およびその効果の変遷を性別・年齢階級別・

組織型別・分子マーカー別に、がん登録データやレセプトデータを利用して整理する。また、高
齢患者の増加に伴う合併症や治療選択に関する分析を行い、モデルに反映させる。新規治療薬の
普及によりかかる費用と効果のバランスを検証するための基礎データを収集し、モデル実装よ
うに提供する。 
 
(5) 健康格差 
喫煙率・検診受診率における格差について、国民生活基礎調査や自治体のデータを用いて整理

する。治療選択や医療アクセスに関する格差が存在するのか、地域間格差（都道府県・市区町村・
二次医療圏など）と社会経済格差（所得・学歴・生活保護受給者・国籍等）の両面で評価する。
健康格差指標には、Slope index of Inequality 等、指標の特性に応じた最適なものを利用する。
がん登録資料や DPC・レセプトデータを用いて分析し、モデルに実装するデータを整理する。過
去の国内外の研究成果から各種がん対策における介入が格差に対してどのように反応したかを
調べ、整理する。収集・整理した各資料を MS モデルに組み込み各シナリオ下で社会階層や地域
ごとの効果を予測する推計値を算出し格差の変化を測定する。 
 
４．研究成果 
(1) MS モデルの構築 
2019 年には米国 CISNET の会議に出席し、日本での MS モデル構築の研究計画を発表し、助言

を得た。CISNET での MS モデルを参考に日本版肺がん自然史モデルを作成し、喫煙や検診、医療
のデータを入力できるように構成し、累積死亡率とのバリデーションを行った。MS モデルに使
用する人口動態統計・全国がん登録・国民生活基礎調査の資料を二次利用申請により入手し、モ
デルの構築やバリデーションに使用した。 
 
(2) 予防：たばこ対策の効果 
 MS モデルの中の喫煙状況のシミュレーションを再現する Smoking History Generator の日本
版を国民健康栄養調査のデータをもとに作成し、日本版 MS モデルへの実装が可能になった。教
育歴や収入などの社会経済指標別の喫煙率の状況なども集計し、今後 MS モデルにおける実装時
に活用する。加熱式たばこの状況については十分な情報収集やモデルへの反映ができていない。 
 
(3) 検診：胸部 X線検査、低線量 CT 検査の効果 
日本で実施された過去の胸部 X線の住民検診や低線量 CT を使用した住民検診コホートおよび

介入研究のデータをレビューし、MS モデルにシナリオとともに組み入れる準備を行った。RCT の
結果なども踏まえ、喫煙状況と関連させた CT 検診による発見サイズなどを MS モデルに投入で
きるようデータの入手、整理を行った。 
 
(4) 治療：分子標的薬、免疫チェックポイント阻害剤等の普及の効果 
 肺がん治療の内容や予後の格差に関するデータを収集し、分析した。院内がん登録や診療科デ
ータベースと DPC をリンケージしたデータセットを作成し、肺がん外科症例の居住地情報に基
づく地理的剥奪指標による生存率の格差に関する報告を行った（Hanafusa et al. JJCO 2023）。
また、2022 年度に入手した全国がん登録資料を用いて、居住地の地理的剥奪指標に基づく肺が
んの治癒的切除の有無および生存率に関する Mediation Analysis を行った。肺がん患者におい
て社会経済指標による治癒切除機会の格差と純生存率の格差が見られたが、遠隔転移を除いた
サブグループについて、診断時の進展度と治癒切除機会の格差は、4年全死亡割合の社会経済指
標による格差の一部を説明しただけであった。 
 
(5) 健康格差 



 全国がん登録を用いた地域の社会経済指標によるがん患者の純生存率の格差を計測し、肺が
んの 3 年純生存率は最も困窮度が低い地域と高い地域に居住する患者では、男性で 4.7%、女性
で 2.5%の差が生じていた。人口動態統計による地域の社会経済指標による死亡率の格差を寄与
割合で示すと、男性では肺がんは全年齢および 75 歳未満でがん種の中で最大の寄与度を示した
（35.8%, 29.9%）。MS モデルに社会経済指標によるモデル実装の際にはこれらのデータによるバ
リデーションを行う必要がある。 
 
 第 4 期がん対策推進基本計画においては、「誰一人取り残さないがん対策」を目標にがんにお
ける健康格差の視点に着目した取り組みが始まった。本研究で作成した MS ツールを実装し、格
差が生じる要因や介入の効果の異質性や格差への反応などを検討するために使用が可能である。 
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

Society for Research on Nicotine and Tobacco 28th Annual Meeting（国際学会）

Society for Research on Nicotine and Tobacco 28th Annual Meeting（国際学会）

第3回禁煙推進学術ネットワーク学術会議

第80回日本公衆衛生学会総会 シンポジウム

Steve Shaowei Xu,Gang Meng,Shannon Gravely,Anne C. K. Quah,Janine Ouimet,Yoshimi I,Katanoda K,Tabuchi T, K. Michael
Cummings,Andrew Hyland,Geoffrey T. Fong.

片野田耕太

片野田耕太

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Edward Sutanto,Steve S. Xu,Connor R. Miller,Danielle M. Smith,Anne C.K. Quah,Geoffrey T. Fong, Tabuchi T, Katanoda K,Yoshimi
I, Maciej L. Goniewicz.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

How did Cigarette Smoking Change in Japan as Heated Tobacco Products Rapidly Ascended? Findings from the 2018-2020 ITC Japan
Surveys

喫煙・COVID-19：ネット調査の果たす役割

日本のタバコ対策はガラパゴスか？
 ２．発表標題

Device brand and flavor preference among heated tobacco product users over time: Findings from the 2018-2020 ITC Japan

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第30回日本禁煙推進医師歯科医師連盟学術総会

第19回日本臨床腫瘍学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

片野田耕太

片野田耕太

片野田耕太

片野田耕太

国立保健医療科学院公開シンポジウム2021

日本計算機統計学会第35回大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

令和の新型タバコ問題

受動喫煙による健康影響：日本人を対象としたエビデンスからわかること

医学研究における数理モデル-感染症からがんへ

たばこと経済-たばこ産業の「健全な発展」とは

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

European Conference on general thoracic surgery(29)（国際学会）

日本胸部外科学会定期学術集会(74)

Okami J

岡見次郎

岡見次郎

Yasuhito Fujisaka.

日本臨床医外科学会総会(83)

Best of ASCO 2021 in Japan

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Prospective Observational Study Of Thrombus Formation In The Pulmonary Vein Stump After Anatomical Lung Resection Using
Contrast Enhancement Chest Computed Tomography

肺癌切除後10年の経過観察は必要か？  術後5年経過症例のその後のイベントの検討

肺癌に対する小開胸創胸腔鏡下手術手技を併用したロボット支援下肺葉切除術

Cancer care in the time of COVID-19.

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第4回日本腫瘍循環器学会学術集会

第59回日本癌治療学会学術集会

第62回　肺癌学会総会

日本計算機統計学会第35回大会

藤阪保仁

藤阪保仁、朝日通雄 、友田紀一郎 、 渡辺満里奈 、中川孝俊 、田村洋輔、鶴岡健二郎 、松永仁綜 、辻博行 、池田宗一郎

福井敬祐

 ２．発表標題

 ２．発表標題

藤阪保仁

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

緩和医療の現状と今後の展望-苦痛に対する治療から関わりまで- 長期生存時代を迎えたがん医療 コミュニケーションの変遷と今後の展
望.

がん分子標的治療薬起因性肝障害モデル樹立

肺がんにおける健康格差の縮小をターゲットとしたマイクロシミュレーションモデルの開発
 ２．発表標題

がん治療における腫瘍医と薬剤師の連携.

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第29回地理情報システム学会研究発表大会、2020年10月24日（土）25日（日）、オンライン開催

第29回地理情報システム学会学術研究発表大会, 2020年10月24-25日, オンライン開催(口頭発表)

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小坪将輝・中谷友樹

福井敬祐

中谷友樹

植田雄登・中谷友樹・磯田弦・埴淵知哉

がん予防学術大会 2021 東京

JpGU シンポジウム「新型コロナウィルス感染症と地球の環境・災害」7月19日, オンライン（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

日本の人口移動による地域の吸引性の測定

肺がんにおける健康格差縮小に焦点を当てたマイクロシミュレーションモデルの開発

COVID-19 流行とモビリティ: 健康な空間に向けて

社会・建造環境を含めたジオデモグラフィクスの拡張

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2020年度東北地理学会秋季学術大会, 10月10日（土）口頭発表, オンライン

2020年度東北地理学会秋季学術大会, 10月10日（土）口頭発表, オンライン

足立浩基・埴淵知哉・永田彰平・天笠志保・井上茂・中谷友樹

柴田　嶺・中谷友樹

小坪将輝・中谷友樹・埴淵知哉

清水遼・磯田弦

日本地理学会2020年秋季学術大会, 2020年11月, オンライン開催(ポスター発表)

2020年度東北地理学会秋季学術大会, 10月10日（土）口頭発表, オンライン

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

緊急事態宣言と歩数の地域的変化　－iPhoneのヘルスケアアプリを利用した歩数調査法を用いて－

仙台市地下鉄東西線開業前後の時空間アクセシビリティ変化に関する研究

都市圏内居住地移動の動機－移動距離と個人の属性による違いに着目して

人口減少社会における市街地拡大 －都市計画制度との関連性の検討ー

 １．発表者名



2020年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

GIS Day in 九州2020（第5回GIS基礎技術研究会）, 12月12日, 九州大学伊都キャンパス（招待講演）

学術会議公開シンポジウム「コロナ禍が加速する持続可能な 社会の実現に向けた地球環境変化の人間的側面研究の推進」, 3月24日, オン
ライン（招待講演）

日本地理学会春季学術大会, 特別セッション「災害地理学」, 3月26日, オンライン.

日本地理学会春季学術大会, 3月26日, オンライン，口頭発表.

中谷友樹

中谷友樹

安本晋也・中谷友樹

 ２．発表標題

 ２．発表標題

中谷友樹

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

空間疫学からのコロナ禍克服への取組み

COVID-19の災害地理学

GISを用いた客観的および認知的日照アクセスの健康影響の分析―横浜市の事例研究
 ２．発表標題

GISから考える健康な街：空間疫学研究の広がり

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第31回日本疫学会学術総会

第31回日本疫学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

太田将仁, 伊藤ゆり, 東尚弘

Ito Y, Fukui K, Katanoda K, Higashi T

伊藤ゆり

片岡葵, 福井敬祐, 佐藤倫治, 菊池宏幸, 井上茂, 近藤尚己, 中谷友樹, 伊藤ゆり

The 79th Annual Meeting of Japanese Cancer Association

第61回日本社会医学会総会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

2018年度がん診療連携拠点病院の現況報告からみたストラクチャ指標とプロセス指標の評価

Geographical disparities in the reduction of cancer mortality and the early detection of cancer by prefecture in Japan.

既存統計資料を用いた健康格差モニタリング～がんを事例に～

都道府県内の健康寿命・平均寿命の社会経済格差と都道府県全体の健康指標における関連性の検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本臨床腫瘍薬学会学術大会2021　メディカルセミナー

第31 回日本気管食道科学会認定気管食道科専門医大会

岡見次郎

岡見次郎

東山聖彦、穴山貴嗣、岡見次郎、山本浩史、菊池信矢、渡橋和政、今村文生

東山聖彦、宮崎涼平, 岡見次郎, 穴山貴嗣, 徳永俊照, 広橋健太郎, 山本浩史, 菊池信矢, 渡橋和政、今村文生

第59回日本人間ドック学会総会　2019.7（岡山）

第57回日本癌治療学会学術集会 2019.10(福岡)

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

肺がん周術期の薬物療法  ～進行期肺がんの薬物療法とどこが違うのか？～

主題セッション⑤気管食道科領域における高齢者・認知症への対策 全身麻酔手術における呼吸機能評価　肺切除を中心に

肺がん外科治癒切除患者におけるAICS(肺)の再発予測因子としての意義　－第2報－

血漿中アミノ酸に基づく検診法AICS(肺)による肺がん切除術後の再発予後予測

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第61回日本婦人科腫瘍学会 2019/07/06　新潟市

第27回がん検診診断学会総会 2019/9/1、横浜市

第28回 日本婦人科がん検診学会学術講演会 2019/9/29、奈良市

第78回日本癌学会学術総会　癌学会・がん疫学分子疫学研究会合同シンポジウム 2019/9/27、京都市

中山富雄

河野可奈子、雑賀公美子、中山富雄、齊藤英子、森定徹、斎藤博、青木大輔

中山富雄

 ２．発表標題

 ２．発表標題

中山富雄

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

数理統計モデルを用いた大腸がん検診上限年齢の検討と、受診抑制メッセージの開発

子宮頸がん検診におけるHPV検査の有用性を検証するコホート研究における細胞診従来法・液状検体法およびHPV検査キットの選択の状況

がん検診にかかわる疫学研究の現状
 ２．発表標題

子宮頸がん検診のエビデンスの整理．ワークショップ２　どうなる、日本の子宮頸がん検診～HPV検査導入の課題～

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第78回日本公衆衛生学会 2019/10/24、高知市

第57回日本癌治療学会学術集会 　WS11.がん検診と生活習慣病.　2019/10/26.　博多市

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中山富雄、遠峰良美、安藤絵美子、濱秀郷、伊藤ゆり、福井啓祐、雑賀公美子、松本綾希子、加茂憲一.

Kanako Kono, Kumiko Saika,　Tomio Nakayama , Eiko Saitoh, Tohru Morisada, Daisuke Aoki.

松本綾希子、高橋宏和、中山富雄

河野可奈子、雑賀公美子、中山富雄、齊藤英子、森定徹、斎藤博、青木大輔

The 6th Biennial Meeting of Asian Society of Gynecologic Oncology Incheon, Republic of Korea, 10/Oct/2019（国際学会）

第78回日本公衆衛生学会  2019/10/24、高知市

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

混合研究法を用いた高齢者の大腸がん検診受診に関する検討

Cervical cancer screening trends and geographical distribution in Japan.

乳がん検診において単回の要精検率が累積偽陽性率におよぼす影響

子宮頸がん検診におけるHPV検査の有用性評価研究.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 12th European Public Health Conference , Marseille, France, 21/Nov/2019（国際学会）

第58回日本臨床細胞学会秋季大会 2019/11/16、岡山市

Kanako Kono, Kazuko Matsuda, Ryoko Machii, Kumiko Saika, Hirokazu Takahashi, Tomio Nakayama

中山富雄

中山富雄

松本綾希子, 高橋宏和, 中山富雄

第58回日本臨床細胞学会秋季大会 2019/11/16、岡山市

第29回日本乳癌検診学会 2019年11月8日、福井市.

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The status of compliance with guideline of cancer screening in Japan.

対策型肺がん検診における喀痰細胞診の状況

子宮頸がん検診におけるHPV検査導入の課題

職域検診における精度管理を目指して ～現状と対応～過剰診断について

 １．発表者名



2019年

2019年

2020年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Preventing Overdiagnosis 2019 (05-Dec 2019) Sydney, Australia（国際学会）

第60回日本肺癌学会 2019/12/06、大阪市

第27回日本CT検診学会総会 2020.2.7、東京

Preliminary results from a multicenter phase II (REMORA) trial　ESMO（Barcelona：2019．10）（国際学会）

中山富雄

須藤恵美、小原愛美、安藤絵美子、春田利恵、佐藤倫広、目時弘仁、三友英紀、石橋直也、菅原崇史、田畑俊治、中山富雄、佐川元保

Miyako Satouchi, Yasuhito Fujisaka 他13名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Takahashi H, Matsumoto A, Nakayama T

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

喀痰細胞診による肺がん検診はどれだけの肺がん患者を見つけているか？健康増進事業報告を用いた分析

低線量CT肺がん検診の無作為化比較試験参加者への健康関連QOLアンケート調査（SF-8）

Durable anti-tumor activity of the multi-targeted inhibitor lenvatinib in patients with advanced or metastatic thymic
carcinoma

 ２．発表標題

Cancer screening may cause overdiagnosis in Japan

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Best of ASCO 2019 in Japan　（東京；2019．7）

第109回日本肺癌学会学術集会関西支部学術集会 スポンサードセミナー（大阪：2019. 2）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

藤阪 保仁

辻 博行, 田村 洋輔, 船本 智哉, 満屋 奨, 松永 仁綜, 鶴岡 健二郎, 中村 敬彦, 今西 将史, 池田 宗一郎, 後藤 功, 藤阪 保仁

藤阪　保仁

藤阪　保仁

第60回日本肺癌学会学術集会（大阪：2019.12）

第17回 日本臨床腫瘍学会　シンポジウム（京都；2019．7）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

長期生存からCureへの飛躍を目指して　ニボルマブを紐解く

高齢者進行非小細胞肺がんに対するPD-1/PD-L1抗体の有効性・安全性の検討

分子標的治療・がん免疫療法の臨床導入でコミュニケーションは変化したのか、ゲノム医療が与える影響は？
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